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(57)【要約】
　【課題】　部品点数が少なく、電池を交換する際の作
業性を向上することのできる電子機器を提供する。
　【解決手段】　電子機器１の機器本体２に着脱可能に
取り付けられるボックス収納部４は、電池の負極側の壁
部に設けられた負端子１０と、電池の側方の壁部に設け
られた正端子９とを備える。電池収納ボックス３は、単
一電池６を収納するための単一電池収納部１２と、単一
電池収納部１２と反対側の面に凹設され単二電池７を収
納するための単二電池収納部１５とを備える。単一電池
収納部１２の正極側の壁部には、単一電池６の長さに応
じた位置に単一用接続端子１３が設けられ、単一電池６
は、単一用接続端子１３を介して正端子９と電気的に接
続する。単二電池収納部１５の正極側の壁部には、単二
電池やの長さに応じた位置に単二用接続端子１８が設け
られ、単二電池７は、単二用接続端子１８を介して正端
子９と電気的に接続する。
【選択図】　図１



(2) JP 2009-301979 A 2009.12.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器本体に着脱可能に取り付けら、異なる種類の電池を収納可能な電池収納ボックスと
、
　前記機器本体に設けられ、前記電池収納ボックスを収納するボックス収納部と、
を備えた電子機器において、
　前記ボックス収納部は、
　前記電池収納ボックスに収納した電池の負極側の壁部に設けられた負端子と、前記電池
収納ボックスに収納した電池の側方の壁部に設けられた正端子と、を備え、
　前記電池収納ボックスは、
　前記電池収納ボックスに凹設され、第１の電池を収納するための第１の電池収納部と、
前記第１の電池収納部と反対側の面に凹設され、前記第１の電池と寸法の異なる第２の電
池を収納するための第２の電池収納部と、を備え、
　前記第１の電池収納部の前記第１の電池の正極側の壁部には、前記第１の電池の長さに
応じた位置に第１の接続端子が設けられ、前記第１の電池は、前記第１の接続端子を介し
て前記正端子と電気的に接続可能であり、
　前記第２の電池収納部の前記第２の電池の正極側の壁部には、前記第２の電池の長さに
応じた位置に第２の接続端子が設けられ、前記第２の電池は、前記第２の接続端子を介し
て前記正端子と電気的に接続可能であることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記第１の電池収納部の前記第１の電池の負極側の壁部には、前記第１の電池の径に応
じた大きさの第１の切欠き部が設けられ、前記第１の電池は、前記第１の切欠き部を通り
抜けて前記負端子に向けて突出可能であり、
　前記第２の電池収納部の前記第２の電池の負極側の壁部には、前記第２の電池の径に応
じた大きさの第２の切欠き部が設けられ、前記第２の電池は、前記第２の切欠き部を通り
抜けて前記負端子に向けて突出可能であることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記第１の電池収納部の前記第１の電池の負極側の壁部は、前記第２の電池収納部にお
ける前記第２の電池の正極側の壁部と共通であり、
　前記第２の電池収納部の前記第２の電池の負極側の壁部は、前記第１の電池収納部にお
ける前記第１の電池の正極側の壁部と共通であることを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第１の電池収納部の前記第１の電池の収納用の空間は、前記第２の電池収納部の前
記第２の電池の収納用の空間と少なくとも一部の空間を共有していることを特徴とする請
求項１ないし請求項３のいずれかに記載の電子機器。
【請求項５】
　前記電池収納ボックスは、
　前記第２の電池収納部と並んで凹設され、前記第２の電池と径が異なる第３の電池を収
納するための第３の電池収納部を備え、
　前記第３の電池収納部の前記第３の電池の正極側の壁部には、前記第３の電池の長さに
応じた位置に第３の接続端子が設けられ、前記第３の電池は、前記第３の接続端子を介し
て前記正端子と電気的に接続可能であり、
　前記第２の電池収納部の前記第３の電池の収納用の空間は、前記第２の電池の収納用の
空間と少なくとも一部の空間を共有していることを特徴とする請求項１ないし請求項４の
いずれかに記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第３の電池収納部は、前記第１および第２の電池より径が小さい前記第３の電池の
円筒形状に沿った凹形状を有し、
　前記ボックス収納部は、前記第１および第２の電池用の前記負端子と並んで設けられた
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第３の電池用の負端子を備え、
　前記第３の電池用の負端子の高さ位置は、前記第１および第２の電池用の負端子の高さ
位置より低く設定されており、前記第３の電池収納部の凹形状の中心角が拡大されている
ことを特徴とする請求項５に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、様々な種類の電池を収納可能な電池収納ボックスを備えた電子機器に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、様々な種類の電池（単一電池、単二電池、単三電池など）を収納可能な装置が知
られている（例えば特許文献１参照）。この従来の装置には、二つの収納領域（第一収納
領域および第二収納領域）と二つの保持部材（第一保持部材および第二保持部材）が設け
られている。
【０００３】
　従来の装置において、単一電池を収納する場合には、二つの保持部材を第二収納領域へ
移動させて第一収納領域を空けた状態にし、その第一収納領域に単一電池を収納する。ま
た、単二電池を収納する場合には、二つの保持部材を第一収納領域へ移動させて第二収納
領域を空けた状態にし、その第二収納領域に単二電池を収納する。そして、単三電池を収
納する場合には、二つの保持部材を第一収納領域へ移動させ、第二収納領域に単三電池を
収納するとともに、その二つの保持部材を用いて単三電池を保持する。
【特許文献１】特開２００７－５３０４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の装置においては、保持部材（第一保持部材および第二保持部材）
などの細かい部品点数が多いので、その分だけ部品コストが高くなるという問題があった
。また、異なる種類の電池に交換するときには、二つの保持部材を二つの収納領域間で移
動させる必要があり、電池を交換する際の作業に手間がかかるという問題があった。特に
、単三電池を収納するときには、二つの保持部材によって単三電池を保持する必要があり
、電池を収納する際の作業に手間がかかるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記従来の問題を解決するためになされたもので、部品点数が少なく、電池
を交換する際の作業性を向上することのできる電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電子機器は、機器本体に着脱可能に取り付けら、異なる種類の電池を収納可能
な電池収納ボックスと、前記機器本体に設けられ、前記電池収納ボックスを収納するボッ
クス収納部と、を備えた電子機器において、前記ボックス収納部は、前記電池収納ボック
スに収納した電池の負極側の壁部に設けられた負端子と、前記電池収納ボックスに収納し
た電池の側方の壁部に設けられた正端子と、を備え、前記電池収納ボックスは、前記電池
収納ボックスに凹設され、第１の電池を収納するための第１の電池収納部と、前記第１の
電池収納部と反対側の面に凹設され、前記第１の電池と寸法の異なる第２の電池を収納す
るための第２の電池収納部と、を備え、前記第１の電池収納部の前記第１の電池の正極側
の壁部には、前記第１の電池の長さに応じた位置に第１の接続端子が設けられ、前記第１
の電池は、前記第１の接続端子を介して前記正端子と電気的に接続可能であり、前記第２
の電池収納部の前記第２の電池の正極側の壁部には、前記第２の電池の長さに応じた位置
に第２の接続端子が設けられ、前記第２の電池は、前記第２の接続端子を介して前記正端
子と電気的に接続可能である構成を有している。
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【０００７】
　この構成により、寸法（長さや径）の異なる二つの電池（第１の電池と第２の電池）を
収納することができる。この場合、機器本体のボックス収納部の側方の壁部に正端子が設
けられ、電池収納ボックスの第１の接続端子と第２の接続端子の位置が第１の電池と第２
の電池の長さに応じて設定されている。これにより、長さの異なる電池（第１の電池と第
２の電池）に容易に対応することができる。また、電池収納ボックスは機器本体から着脱
可能であり、第１の電池収納部と第２の電池収納部は電池収納ボックスの互いに反対側の
面に形成されている。したがって、異なる電池に交換するときには、電池収納ボックスを
機器本体から取り外して反対側に裏返すだけでよく、電池を交換する際の作業性が向上す
る。また、従来に比べて部品点数が少なくて済む。
【０００８】
　また、本発明の電子機器では、前記第１の電池収納部の前記第１の電池の負極側の壁部
には、前記第１の電池の径に応じた大きさの第１の切欠き部が設けられ、前記第１の電池
は、前記第１の切欠き部を通り抜けて前記負端子に向けて突出可能であり、前記第２の電
池収納部の前記第２の電池の負極側の壁部には、前記第２の電池の径に応じた大きさの第
２の切欠き部が設けられ、前記第２の電池は、前記第２の切欠き部を通り抜けて前記負端
子に向けて突出可能である構成を有している。
【０００９】
　この構成により、第１の電池収納部に第１の電池を収納すると、第１の切欠き部から突
出して負端子に接触するようになり、第２の電池収納部に第２の電池を収納すると、第２
の切欠き部から突出して負端子に接触するようになる。これにより、径の異なる電池（第
１の電池と第２の電池）に対応することができる。
【００１０】
　また、本発明の電子機器では、前記第１の電池収納部の前記第１の電池の負極側の壁部
は、前記第２の電池収納部における前記第２の電池の正極側の壁部と共通であり、前記第
２の電池収納部の前記第２の電池の負極側の壁部は、前記第１の電池収納部における前記
第１の電池の正極側の壁部と共通である構成を有している。
【００１１】
　この構成により、第１の切欠き部（第１の電池収納部の負極側の壁部に設けられる）と
第２の切欠き部（第２の電池収納部の負極側の壁部に設けられる）が、電池収納ボックス
の異なる壁部に設けられる。これにより、電池収納ボックスの構造的な強度が高くなる。
【００１２】
　また、本発明の電子機器では、前記第１の電池収納部の前記第１の電池の収納用の空間
は、前記第２の電池収納部の前記第２の電池の収納用の空間と少なくとも一部の空間を共
有している構成を有している。
【００１３】
　この構成により、第１の電池と第２の電池を同時に収納しようとすると、その二つの電
池が互いに干渉（衝突）する。これにより、異なる種類の電池（第１の電池と第２の電池
）を同時に使用するのを防ぐことができる。また、第１の電池収納部と第２の電池収納部
で空間を共有することにより、省スペース化や小型化を図ることができる。
【００１４】
　また、本発明の電子機器では、前記電池収納ボックスは、前記第２の電池収納部と並ん
で凹設され、前記第２の電池と径が異なる第３の電池を収納するための第３の電池収納部
を備え、前記第３の電池収納部の前記第３の電池の正極側の壁部には、前記第３の電池の
長さに応じた位置に第３の接続端子が設けられ、前記第３の電池は、前記第３の接続端子
を介して前記正端子と電気的に接続可能であり、前記第２の電池収納部の前記第３の電池
の収納用の空間は、前記第２の電池の収納用の空間と少なくとも一部の空間を共有してい
る構成を有している。
【００１５】
　この構成により、寸法（長さや径）の異なる三つの電池（第１の電池と第２の電池と第
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３の電池）を収納することができる。また、この場合、第２の電池と第３の電池を同時に
収納しようとすると、その二つの電池が互いに干渉（衝突）する。これにより、異なる種
類の電池（第２の電池と第３の電池）を同時に使用するのを防ぐことができる。また、第
２の電池収納部と第３の電池収納部で空間を共有することにより、省スペース化や小型化
を図ることができる。
【００１６】
　また、本発明の電子機器では、前記第３の電池収納部は、前記第１および第２の電池よ
り径が小さい前記第３の電池の円筒形状に沿った凹形状を有し、前記ボックス収納部は、
前記第１および第２の電池用の前記負端子と並んで設けられた第３の電池用の負端子を備
え、前記第３の電池用の負端子の高さ位置は、前記第１および第２の電池用の負端子の高
さ位置より低く設定されており、前記第３の電池収納部の凹形状の中心角が拡大されてい
る構成を有している。
【００１７】
　この構成により、第３の電池収納部の凹形状の中心角が大きく設定され、第３の電池収
納部に第３の電池を収納したときに、第３の電池収納部の凹形状に第３の電池が包み込ま
れるようになる。これにより、第３の電池収納部による第３の電池の保持力を高くするこ
とができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、機器本体のボックス収納部の側方の壁部に正端子を設け、電池収納ボックス
の第１の接続端子と第２の接続端子の位置を第１の電池と第２の電池の長さに応じて設定
することにより、部品点数が少なく、電池を交換する際の作業性を向上することができる
という効果を有する電子機器を提供することができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態の電子機器について、図面を用いて説明する。本実施の形態
では、災害時用のラジオ装置等として用いられる電子機器の場合を例示する。
【００２０】
　本発明の実施の形態の電子機器の構成を図１～図１５を用いて説明する。図１は、本実
施の形態の電子機器の分解斜視図である。図１に示すように、電子機器１の機器本体２に
は、電池収納ボックス３を収納するためのボックス収納部４が凹設されており、ボックス
収納部４の上側には、収納した電池収納ボックス３を覆うためのカバー５が取り付けられ
ている。この電池収納ボックス３は、異なる種類の電池（単一電池６、単二電池７、単三
電池８）を収納可能であり、機器本体２のボックス収納部４に着脱可能に取り付けられて
いる。
【００２１】
　ここでは、まず、機器本体２のボックス収容部の構成について、図面を参照して説明す
る。図２に示すように、ボックス収納部４の側壁（収納した電池の側方の壁部）には、一
つの正端子９が設けられている。この正端子９は、三つの電池（単一電池６、単二電池７
、単三電池８）で共用される。また、図４に示すように、ボックス収納部４の端側の壁部
には、二つの負端子（単一単二用の負端子１０と単三用の負端子１１）が並設されている
。これらの負端子１０、１１は、電池の負極側の壁部に設けられているともいえる。
【００２２】
　つぎに、電池収納ボックス３の構成について、図面を参照して説明する。図１および図
２に示すように、電池収納ボックス３には、単一電池６を収納するための単一電池収納部
１２が凹設されている。この例では、単一電池収納部１２に、二つの単一電池６が直列の
状態で収納される（図４参照）。また、単一電池収納部１２の上面は、単一電池６の外周
形状（円筒形状）に沿った凹形状を有している。
【００２３】
　図２に示すように、単一電池収納部１２の一方の壁部（単一電池６の正極側の壁部）に



(6) JP 2009-301979 A 2009.12.24

10

20

30

40

50

は、単一電池６の長さに応じた位置に単一用接続端子１３が設けられている。単一電池収
納部１２に収納された単一電池６の正極は、この単一用接続端子１３を介して、ボックス
収納部４の正端子９に電気的に接続する。
【００２４】
　単一電池収納部１２の他方の壁部（単一電池６の負極側の壁部）には、単一電池６の径
に応じた大きさの単一用切欠き部１４が設けられている（図２参照）。図４に示すように
、単一電池収納部１２に収納された単一電池６の負極は、この単一用切欠き部１４を通り
抜けて外側に突出して、ボックス収納部４の単一単二用の負端子１０に電気的に接続する
。
【００２５】
　また、図６および図７に示すように、電池収納ボックス３の単一電池収納部１２の反対
側の面（裏側の面）には、単二電池７を収納するための単二電池収納部１５と、単三電池
８を収納するための単三電池収納部１６が並設されている。この例では、単二電池収納部
１５に、二つの単二電池７が直列の状態で収納される（図９参照）。あるいは、単三電池
収納部１６に、二つの単三電池８が直列の状態で収納される（図１２参照）。単二電池収
納部１５の上面は、単二電池７の外周形状（円筒形状）に沿った凹形状を有しており、ま
た、単三電池収納部１６の上面は、単三電池８の外周形状（円筒形状）に沿った凹形状を
有している。さらに、単三電池収納部１６の上部には、収納した単三電池８を上側から押
さえるための押さえリブ１７が設けられている。
【００２６】
　図７に示すように、単二電池収納部１５の一方の壁部（単二電池７の正極側の壁部）に
は、単二電池７の長さに応じた位置に単二用接続端子１８が設けられている。単二電池収
納部１５に収納された単二電池７の正極は、この単二用接続端子１８を介して、ボックス
収納部４の正端子９に電気的に接続する。
【００２７】
　単二電池収納部１５の他方の壁部（単二電池７の負極側の壁部）には、単二電池７の径
に応じた大きさの単二用切欠き部１９が設けられている（図７参照）。図９に示すように
、単二電池収納部１５に収納された単二電池７の負極は、この単二用切欠き部１９を通り
抜けて突出して、ボックス収納部４の単一単二用の負端子１０に電気的に接続する。
【００２８】
　また、図７に示すように、単三電池収納部１６の一方の壁部（単三電池８の正極側の壁
部）には、単三電池８の長さに応じた位置に単三用接続端子２０が設けられている。単三
電池収納部１６に収納された単三電池８の正極は、この単三用接続端子２０を介して、ボ
ックス収納部４の正端子９に電気的に接続する。
【００２９】
　単三電池収納部１６の他方の壁部（単三電池８の負極側の壁部）には、単三電池８の径
に応じた大きさの単三用切欠き部２１が設けられている（図７参照）。図１２に示すよう
に、単三電池収納部１６に収納された単三電池８の負極は、この単三用切欠き部２１を通
り抜けて突出して、ボックス収納部４の単三用の負端子１１に電気的に接続する。
【００３０】
　この電池収納ボックス３では、単一電池収納部１２の負極側の壁部（単一電池６の負極
側の壁部）は、単二電池収納部１５の負極側の壁部（単二電池７の負極側の壁部）と共通
であり、単一電池収納部１２の正極側の壁部（単一電池６の正極側の壁部）は、単二電池
収納部１５の正極側の壁部（単二電池７の正極側の壁部）と共通である。つまり、単一用
切欠き部１４（単一電池収納部１２の負極側の壁部に設けられる）と単二用切欠き部１９
（単二電池収納部１５の負極側の壁部に設けられる）は、互いに反対側の壁部（対向する
壁部）に設けられている（図１参照）。
【００３１】
　また、図１４に示すように、単一電池収納部１２の単一電池収納用の空間は、単二電池
収納部１５の単二電池収納用の空間と一部の空間を共有している。つまり、単一電池収納
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部１２の単一電池収納用の空間と単二電池収納部１５の単二電池収納用の空間とが、互い
に一部重複しているともいえる。この場合、単一電池収納部１２の中心と単二電池収納部
１５の中心は、縦方向（図１４の上下方向）で同じ位置に設定されており、一つの負端子
（単一単二用の負端子１０）を共用できるように構成されている。
【００３２】
　また、図１５に示すように、単二電池収納部１５の単二電池収納用の空間は、単三電池
収納部１６の単三電池収納用の空間と一部の空間を共有している。つまり、単二電池収納
部１５の単二電池収納用の空間と単三電池収納部１６の単二電池収納用の空間とが、互い
に一部重複しているともいえる。この場合、単三電池用の負端子１１の高さ位置は、単一
単二用の負端子１０の高さ位置よりもレベル差Ｌだけ低く設定されており、その分、単三
電池収納部１６の上面の凹形状の中心角は大きく設定されている。
【００３３】
　以上のように構成された電子機器１について、図１～図１３を用いてその動作を説明す
る。
【００３４】
　ここでは、まず、図１～図５を参照して、単一電池６を収納するときの動作について説
明する。単一電池６を収納するときには、図２に示すように、単一電池収納部１２を上側
に向けて、電池収納ボックス３を機器本体２のボックス収納部４に収納する。そして、図
３に示すように、電池収納ボックス３の単一電池収納部１２に、二つの単一電池６を直列
の状態で収納する（図４参照）。単一電池収納部１２に収納された状態では、単一電池６
の負極は、電池収納ボックス３の単一用切欠き部１４から突出して、ボックス収納部４の
単一単二用の負端子１０に直接接続する。また、単一電池６の正極は、電池収納ボックス
３の単一用接続端子１３に接続し、この単一用接続端子１３を介してボックス収納部４の
正端子９に電気的に接続する。
【００３５】
　つぎに、図６～図１０を参照して、単二電池７を収納するときの動作について説明する
。単二電池７を収納するときには、図７に示すように、単二電池収納部１５を上側に向け
て、電池収納ボックス３を機器本体２のボックス収納部４に収納する。単一電池６から単
二電池７に交換するときには、電池収納ボックス３を裏返して収納する。そして、図８に
示すように、電池収納ボックス３の単二電池収納部１５に、二つの単二電池７を直列の状
態で収納する（図９参照）。単二電池収納部１５に収納された状態では、単二電池７の負
極は、電池収納ボックス３の単二用切欠き部１９から突出して、ボックス収納部４の単一
単二用の負端子１０に直接接続する。また、単二電池７の正極は、電池収納ボックス３の
単二用接続端子１８に接続し、この単二用接続端子１８を介してボックス収納部４の正端
子９に電気的に接続する。
【００３６】
　つぎに、図１１～図１３を参照して、単三電池８を収納するときの動作について説明す
る。単三電池８を収納するときには、単三電池収納部１６を上側に向けて、電池収納ボッ
クス３を機器本体２のボックス収納部４に収納する。単二電池７から単三電池８に交換す
るときには、電池収納ボックス３はそのままでよい。そして、図１１に示すように、電池
収納ボックス３の単三電池収納部１６に、二つの単三電池８を直列の状態で収納する（図
１２参照）。単三電池収納部１６に収納された状態では、単三電池８の負極は、電池収納
ボックス３の単三用切欠き部２１から突出して、ボックス収納部４の単三用の負端子１１
に直接接続する。また、単三電池８の正極は、電池収納ボックス３の単三用接続端子２０
に接続し、この単三用接続端子２０を介してボックス収納部４の正端子９に電気的に接続
する。
【００３７】
　このような本発明の実施の形態の電子機器１によれば、機器本体２のボックス収納部４
の側方の壁部に正端子９を設け、電池収納ボックス３の単一用接続端子１３と単二用接続
端子１８の位置を単一電池６と単二電池７の長さに応じて設定することにより、部品点数
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を低減することができ、電池を交換する際の作業性を向上することができる。
【００３８】
　すなわち、本実施の形態では、一つの電池収納ボックス３で、寸法（長さや径）の異な
る二つの電池（単一電池６と単二電池７）を収納することができる。この場合、機器本体
２のボックス収納部４の側方の壁部に正端子９が設けられ、電池収納ボックス３の単一用
接続端子１３と単二用接続端子１８の位置が、それぞれ単一電池６と単二電池７の長さに
応じて設定されている。これにより、長さの異なる電池（単一電池６と単二電池７）に容
易に対応することができる。また、電池収納ボックス３は機器本体２から着脱可能であり
、単一電池収納部１２と単二電池収納部１５は電池収納ボックス３の互いに反対側の面（
裏側の面）に形成されている。したがって、異なる電池に交換するときには、電池収納ボ
ックス３を機器本体２から取り外して反対側に裏返すだけでよく、電池を交換する際の作
業性が向上する。また、従来に比べて部品点数が少なくて済む。
【００３９】
　また、本実施の形態では、単一電池収納部１２に単一電池６を収納すると、単一用切欠
き部１４から突出して負端子１０に接触するようになり、単二電池収納部１５に単二電池
７を収納すると、単二用切欠き部１９から突出して負端子１１に接触するようになる。こ
れにより、径の異なる電池（単一電池６と単二電池７）に対応することができる。
【００４０】
　また、本実施の形態では、単一用切欠き部１４（単一電池収納部１２の負極側の壁部に
設けられる）と単二用切欠き部１９（単二電池収納部１５の負極側の壁部に設けられる）
が、電池収納ボックス３の異なる壁部に設けられる。これにより、電池収納ボックス３の
構造的な強度が高くなる。
【００４１】
　また、本実施の形態では、単一電池６と単二電池７を同時に収納しようとすると、その
二つの電池が互いに干渉（衝突）する。これにより、異なる種類の電池（単一電池６と単
二電池７）を同時に使用するのを防ぐことができる。また、単一電池収納部１２と単二電
池収納部１５で空間を共有することにより、省スペース化や小型化を図ることができる。
【００４２】
　また、本実施の形態では、寸法（長さや径）の異なる三つの電池（単一電池６と単二電
池７と単三電池８）を収納することができる。また、この場合、単二電池７と単三電池８
を同時に収納しようとすると、その二つの電池が互いに干渉（衝突）する。これにより、
異なる種類の電池（単二電池７と単三電池８）を同時に使用するのを防ぐことができる。
また、単二電池収納部１５と単三電池収納部１６で空間を共有することにより、省スペー
ス化や小型化を図ることができる。
【００４３】
　また、本実施の形態では、単三電池収納部１６の上面の凹形状の中心角が大きく設定さ
れ、単三電池収納部１６に単三電池８を収納したときに、単三電池収納部１６の上面の凹
形状に単三電池８が包み込まれるようになる。これにより、単三電池収納部１６による単
三電池８の保持力を高くすることができる。
【００４４】
　以上、本発明の実施の形態を例示により説明したが、本発明の範囲はこれらに限定され
るものではなく、請求項に記載された範囲内において目的に応じて変更・変形することが
可能である。
【００４５】
　例えば、以上の説明では、第１の電池として単一電池、第２の電池として単二電池、第
３の電池として単三電池を用いた例について説明したが、本発明の範囲はこれに限定され
るものではなく、単四電池や単五電池などの他の種類の電池が用いられてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　以上のように、本発明にかかる電子機器は、部品点数が少なく、電池を交換する際の作
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る。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本実施の形態における電子機器と単一電池の分解斜視図
【図２】機器本体と電池収納ボックス（単一電池収納側）の分解斜視図
【図３】単一電池を収納する様子を示す分解斜視図
【図４】単一電池を収納した状態を示す平面図
【図５】単一電池を収納した状態を示す側面図
【図６】本実施の形態における電子機器と単二電池、単三電池の分解斜視図
【図７】機器本体と電池収納ボックス（単二単三電池収納側）の分解斜視図
【図８】単二電池を収納する様子を示す分解斜視図
【図９】単二電池を収納した状態を示す平面図
【図１０】単二電池を収納した状態を示す側面図
【図１１】単三電池を収納する様子を示す分解斜視図
【図１２】単三電池を収納した状態を示す平面図
【図１３】単三電池を収納した状態を示す側面図
【図１４】電池収納ボックス（単一電池と単二電池の干渉）の説明図
【図１５】電池収納ボックス（単二電池と単三電池の干渉）の説明図
【符号の説明】
【００４８】
　１　電子機器
　２　機器本体
　３　電池収納ボックス
　４　ボックス収納部
　６　単一電池
　７　単二電池
　８　単三電池
　９　正端子
　１０　単一単二用の負端子
　１１　単三用の負端子
　１２　単一電池収納部
　１３　単一用接続端子
　１４　単一用切欠き部
　１５　単二電池収納部
　１６　単三電池収納部
　１８　単二用接続端子
　１９　単二用切欠き部
　２０　単三用接続端子
　２１　単三用切欠き部
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